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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　布地表面を前処理およびプリントする装置であって、
－　プリントしようとする布地（２０）を収容および保持する少なくとも１つのパレット
（２２）であって、プリントするために前記布地（２０）がプリント面（２５）上に設け
られる、少なくとも１つのパレット（２２）と、
－　前記布地（２０）をプリント前に前処理し、前記布地（２０）上で前処理流体を前処
理領域（２６）に塗布する、前処理手段（４０）と、
－　少なくとも１つのプリントヘッド（６１）を有するプリント手段（６０）であって、
前記布地（２０）の前記前処理領域（２６）にプリント画像をプリントする、プリント手
段（６０）と、
－　前記少なくとも１つのパレット（２２）を前記前処理手段（４０）および前記プリン
ト手段（６０）に対して移動する、移動手段（２３）と、
－　前記プリント手段（６０）、前記前処理手段（４０）、および／または前記移動手段
（２３）を制御する、プログラム可能な制御手段（３１）と、
を有する装置において、
－　検出手段（３０）が設けられ、前記検出手段によって前記布地（２０）が検出されて
定義されたプリントジョブに割り当てられ、
－　前記検出手段（３０）は前記プログラム可能な制御手段（３１）に接続され、前記検
出された布地（２０）に応じて、前記布地（２０）の前記プリント面（２５）の部分領域
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に前記前処理領域（２６）が個別に適用され得るものとされ、
－　前記検出手段（３０）によって、前記パレット（２２）上の前記布地（２０）の位置
が判定され得、
－　前記プログラム可能な制御手段（３１）によって、前記布地（２０）の前記位置に応
じて前記前処理領域（２６）が適用され得るものとされ、前記検出手段（３０）の情報に
基づいて前記前処理手段（４０）を制御することにより、プリント画像が布地上で所望の
配向を示すように布地（２０）上の前処理領域を位置合わせ可能な、
装置。
【請求項２】
－　前記前処理手段（４０）は少なくとも１つのノズル（４１）を有し、前記少なくとも
１つのノズル（４１）によって、前記前処理流体が前記布地（２０）に塗布され得、
－　前記少なくとも１つのノズルは、前記プログラム可能な制御手段によって制御され得
る、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記前処理手段（４０）は前記布地（２０）の幅全体にわたって設計される、請求項１
または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記前処理手段（４０）は複数のノズル（４１）を有し、前記ノズル（４１）は、前記
プログラム可能な制御手段（３１）によって個別に制御され得る、請求項１に記載の装置
。
【請求項５】
　前記前処理手段（４０）は、具体的には連続的ドライヤ（５０）として設計される乾燥
手段の入口領域に設けられる、請求項１～４の何れか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記プログラム可能な制御手段（３１）は、プリントデータおよび画像データを含む、
ユーザによって送信された、明確に定義されたプリントジョブを受信し、前記検出手段（
３０）によって、前記布地（２０）上のプリントしようとする領域を識別し、前記プリン
ト手段（６０）によって、対応するプリント画像を前記布地（２０）上にプリントするよ
うに設計される、請求項１～５の何れか一項に記載の装置。
【請求項７】
－　少なくとも１つのプリントノズルを有するデジタルプリント手段（６０）が、前記パ
レット（２２）上に配置される前記前処理された布地（２０）上に前記プリント画像をプ
リントし、
－　前記プリント手段（６０）は、前記プログラム可能な制御手段（３１）によって制御
され、前記プリント画像は、前記検出された布地（２０）上に個別にプリントされる、
請求項１～６の何れか一項に記載の装置。
【請求項８】
　具体的には請求項１～７の何れか一項に記載の装置のための、布地表面を前処理および
プリントする方法であって、
－　布地（２０）がプリント前に前処理手段（４０）によって前処理され、前処理流体が
前処理領域（２６）に塗布され、
－　少なくとも１つのプリントヘッド（６１）を有するプリント手段（６０）が、前記布
地（２０）上で前記前処理領域（２６）にプリント画像をプリントし、
－　プログラム可能な制御手段（３１）が、前記プリント手段（６０）および／または前
記前処理手段（４０）を制御する、
方法において、
－　前記布地（２０）は検出手段（３０）によって検出されて定義されたプリントジョブ
に割り当てられ、
－　前記検出手段（３０）に接続される前記プログラム可能な制御手段（３１）は、前記
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検出された布地（２０）上のプリント領域を判定し、
－　前記検出された布地（２０）に応じて、前記前処理手段（４０）は、前記布地（２０
）の前記プリント面（２５）の布地領域上に前記前処理領域（２６）を個別に適用し、
－　前記検出手段（３０）によって、前記パレット（２２）上の前記布地（２０）の位置
が判定され、
－　前記プログラム可能な制御手段（３１）によって、前記布地（２０）の前記位置に応
じて前記前処理領域（２６）が適用され、前記検出手段（３０）の情報に基づいて前記前
処理手段（４０）を制御することにより、プリント画像が布地上で所望の配向を示すよう
に布地（２０）上の前処理領域を位置合わせする、
方法。
【請求項９】
　前記布地（２０）にマーキング（２１）が設けられ、前記マーキング（２１）は、プリ
ントデータおよび画像データを含む、事前に明確に定義されたプリントジョブとの前記布
地（２０）の関連を示すように設計される、請求項１～８の何れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　検出手段（３０）が前記布地（２０）上のマーキング（２１）を検出し、
　前記プログラム可能な制御手段（３１）は、プリントデータおよび画像データを含む、
事前に明確に定義されたプリントジョブに前記マーキング（２１）を割り当てる、請求項
９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記検出手段（３０）は読出し手段および／またはセンサ手段を有し、前記読出し手段
および／または前記センサ手段によって、前記布地（２０）上の前記マーキング（２１）
が、前記プログラム可能な制御手段（３１）によって読み出され得る、請求項９または１
０に記載の方法。
【請求項１２】
－　前記検出手段（３０）によって、前記プログラム可能な制御手段（３１）は、前記布
地（２０）上の前記マーキング（２１）の位置を確認してこの情報を前記前処理手段（４
０）に伝達し、
－　前記前処理手段（４０）は、前記伝達された情報に基づいて、前記事前に明確に定義
されたプリントジョブに従って、意図した通りに前記布地領域上に前記前処理領域（２６
）を適用する、
請求項１０または１１に記載の方法。
【請求項１３】
－　前記プログラム可能な制御手段（３１）は、ユーザによって送信されたプリントデー
タおよび画像データを含むプリントジョブを受信し、
－　前記プリント手段（６０）によって、前記布地（２０）は、対応するプリント画像で
プリントされる、
請求項１０～１２の何れか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提部分に従って布地表面を前処理およびプリントする装置に関
する。
【０００２】
　こうしたタイプの装置は、プリントしようとする布地を収容および保持する少なくとも
１つのパレットであって、プリントするために布地がプリント面上に設けられる、少なく
とも１つのパレットと、前処理手段であって、その前処理手段によって、布地をプリント
前に前処理でき、布地上で前処理流体が前処理領域に塗布される、前処理手段と、少なく
とも１つのプリントヘッドを有するプリント手段であって、そのプリント手段によって、
布地は前処理領域にプリント画像をプリントできる、プリント手段と、移動手段であって
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、その移動手段によって、少なくとも１つのパレットを前処理手段およびプリント手段に
対して移動できる、移動手段と、プログラム可能な制御手段であって、その制御手段によ
って、プリント手段、前処理手段、および／または移動手段を制御できる、プログラム可
能な制御手段とを有する。
【０００３】
　さらに、本発明は、請求項９の前提部分に従って布地表面を前処理およびプリントする
方法に関する。
【０００４】
　こうした方法では、布地がプリント前に前処理手段によって前処理され、前処理流体が
前処理領域に塗布され、少なくとも１つのプリントヘッドを有するプリント手段が、布地
上で前処理領域にプリント画像をプリントし、プログラム可能な制御手段が、プリント手
段および／または前処理手段を制御する。
【背景技術】
【０００５】
　布地表面を前処理およびプリントする一般的な装置および対応する方法が、例えば特許
文献１によって知られている。この装置および対応する方法では、湿潤剤が供給され、前
処理済みの布地表面上にプリント画像を第２のステップで適用するために、プリントしよ
うとする布地表面が湿潤剤によって前処理される。この場合、前処理液は、プリントしよ
うとする布地のプリント面上に平面的に塗布される。
【０００６】
　湿潤剤の化学物質は、一方では、プリント手段によって布地上に塗布される着色剤の液
滴が、プリント画像のにじみを引き起こす虞がある毛管力または他の物理的および／もし
くは化学的プロセスのせいで布地の繊維ににじむことを防止すると考えられる。したがっ
て、湿潤剤の第１の機能は、布地表面上のプリント画像の安定性を保証するということに
属することができる。
【０００７】
　他方では、採用された前処理流体の化学物質は、布帛の繊維に対する、布地上に塗布さ
れる着色剤の液滴の結合能力に肯定的な影響を有し、そのことによって、布地に供給され
た位置で布地表面に対するプリント画像の結合を強化および促進すると考えられる。
【０００８】
　例えば、布帛とのもしくは塗付されたプリント用インクの液滴との前処理流体の反応に
よって、かつ／または、プリント用インクおよび前処理流体で濡れた布地の後続の化学処
理もしくは熱処理によって、上記で概説した前処理流体の特徴をもたらしかつ／または強
化することができる。
【０００９】
　プリント用インクと接触しない、平面的に前処理された布地上の過剰な前処理流体は、
この場合、例えば布地上で使用されないままになるか、または後続の洗浄工程で廃棄物と
して環境に導かれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２　４８１　５９３（Ａ１）号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、特に環境を保護し消耗品を節約するように前処理流体の使用を可能にする、
衣料を前処理およびプリントする装置ならびに対応する方法を提供するという目的に基づ
く。
【００１２】
　本発明によれば、その目的は、一方で請求項１の特徴を有する装置によって、他方で請
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求項９の特徴を有する方法によって達成される。
【００１３】
　有利な実施形態は従属請求項、明細書、および図に表す。
【００１４】
　布地表面を前処理およびプリントする、本発明による装置は、検出手段が設けられ、検
出手段によって布地を検出できることと、検出手段がプログラム可能な制御手段に接続さ
れ、検出された布地に応じて、布地のプリント面の部分領域に前処理領域を個別に適用で
きることを特徴とする。
【００１５】
　さらに、布地表面を前処理およびプリントする、本発明による方法は、布地が検出手段
によって検出されることと、検出手段に接続されるプログラム可能な制御手段が、検出さ
れた布地上のプリント領域を判定することと、検出された布地に応じて、前処理手段が、
布地のプリント面の部分領域上に前処理領域を個別に適用することを特徴とする。
【００１６】
　本発明の基本的な考えは、前処理手段を用いて前処理およびプリントする装置ならびに
対応する方法が提供され、それら装置および方法によって、布地のうちの後にプリント用
インクでプリントされる領域が前処理流体で選択的に前処理されるということに属する。
したがって、複雑なプリント画像の場合でも、図柄間の中間の空間およびプリント画像の
無着色の領域を前処理から除外することができる。平面的な塗布と比べると、このことは
、非常により効率的な前処理流体の使用を可能にすることができる。
【００１７】
　本発明のさらなる発展形態によれば、前処理手段は少なくとも１つのノズルを有し、少
なくとも１つのノズルによって、前処理流体を布地に塗布できることと、少なくとも１つ
のノズルは、プログラム可能な制御手段によって制御できることが好ましい。前処理流体
は、ラインシステムを介して前処理手段に接続される格納タンクに供給することができる
。少なくとも１つのノズルは、前処理手段の少なくとも１つのノズルを通る前処理流体の
流量をプログラム可能な制御手段によって調節できるように設計することができる。具体
的には、このことは、布地上に未処理領域を設けるために、少なくとも１つのノズルから
の流体の流れを遮ることを可能にすることができる。
【００１８】
　本発明の好都合なさらなる発展形態は、前処理手段が布地の幅全体にわたって設計され
るということに属することができる。このことは、このように、布地上の前処理領域を前
処理流体で濡らすために前処理手段が布地の幅に沿って横方向に移動する必要がないので
、前処理速度に対して有利な影響を有することができる。前処理手段が布地の移動方向を
横切る方向に静止するように設けられると、移動方向を横切る方向に移動可能な類似の前
処理手段よりも受ける摩耗を少なくすることができる。
【００１９】
　本発明の特に好ましいさらなる発展形態は、前処理手段が複数のノズルを有し、ノズル
が、プログラム可能な制御手段によって個別に制御できるということに属することができ
る。具体的には、複数のノズルは、前処理手段上で布地の幅全体にわたって設けることが
できる。前処理流体を塗布する間にプログラム可能な制御手段によってノズルが少なくと
も一時的かつ互いに独立に閉止できると、プリント面の少なくとも１つの領域を前処理か
ら除外できるという点で、布地のプリント面の少なくとも１つの部分領域に個別の前処理
領域を設けることを特に有利な方式で可能にすることができる。そのために、パレット上
の布地は前処理手段の下を移動手段によって通ることができ、その場合、個別の前処理領
域の部分領域が１つまたは複数の対応するノズルに送出された場合にのみ前処理流体の排
出を可能にするように、前処理手段の個別のノズルを個別に開くことができる。前処理手
段は、布地に対して横断方向に移動可能にすることもでき、そのことは特に迅速かつ一様
な布地の前処理を可能にすることができる。制御手段は、布地のためのキャリア手段であ
るパレットの移動も制御する。移動手段は、コンベヤチェーンまたはコンベヤベルトを有
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することができる。
【００２０】
　本発明の好都合なさらなる発展形態は、前処理手段が具体的には連続的ドライヤとして
設計される乾燥手段の入口領域に設けられるということに属することができる。したがっ
て、塗布した後すぐに、前処理流体は溶剤の一部から除去しかつ／または熱処理を受ける
ことができる。この場合、乾燥手段が布地の幅全体にわたって設計され、そうすることで
、布地の一様な処理を可能にできることが特に好ましい。
【００２１】
　本発明のさらなる発展形態によれば、検出手段によって、パレット上の布地の位置を判
定できることと、プログラム可能な制御手段によって、布地の位置に応じて前処理領域を
適用できることが好ましい。したがって、布地は任意の選択された水平方向において位置
合わせされるようにパレット上に設けることができ、その場合、プログラム可能な制御手
段は、前処理流体で前処理領域を個別に濡らすことを可能にし、プリント画像が布地上で
所望の配向を示すように布地上で前処理領域を位置合わせするために、検出手段の情報に
基づいて前処理手段を制御することができる。そのために、検出手段は、例えばマーキン
グまたは布地の構造に基づいて、位置合わせを判定することができる。
【００２２】
　さらなる発展形態によれば、プログラム可能な制御手段は、プリントデータおよび画像
データを含む、ユーザによって送信された、明確に定義されたプリントジョブを受信し、
検出手段によって、布地上のプリントしようとする領域を識別し、プリント手段によって
、対応するプリント画像を布地上にプリントするように設計されることが好ましい。プロ
グラム可能な制御手段は、プリントデータおよび画像データを含む明確に定義されたプリ
ントジョブに、検出手段によって布地を割り当て、命令に従って対応するプリント画像に
、布地上の配向をもたらすことができる。プログラム可能な制御手段によって、プリント
手段は、具体的には、その前に適用した布地上の前処理領域にプリント画像を供給するよ
うに制御することができる。
【００２３】
　本発明のさらなる発展形態によれば、少なくとも１つのプリントノズルを有するデジタ
ルプリント手段が、パレット上に配置される前処理された布地上にプリント画像をプリン
トすることと、プリント手段が、プログラム可能な制御手段によって制御され、プリント
画像が、検出された布地上に個別にプリントされることが特に好都合である。デジタルプ
リント技術によって、布地上に特に精密にプリント画像を供給することができる。そのた
めに、プリントノズルは、少なくとも供給される布地の幅に沿って、横断方向に移動可能
なように配置することができる。プログラム可能な制御手段は、布地上に供給しようとす
る想定されるプリント画像に関する情報を、プリント工程のためにプリント手段に伝達す
ることができる。布地上に供給しようとするプリント画像ならびに装置を制御するために
プログラム可能な制御手段によって必要とされるさらなる情報は、ユーザによって、入力
端末または遠隔データラインを介してプログラム可能な制御手段に伝達することができる
。プログラム可能な制御手段が、いくつかのプリントジョブに関する情報を数人のユーザ
によってプログラム可能な制御手段に格納もできるように設計されることが好都合なこと
がある。したがって、プログラム可能な制御手段は、既に実行したプリントジョブのため
のデータベースとして、それらを検索して再度実行するためにも、その後のプリントジョ
ブのためにも使用することもできる。あるいは、プリントジョブを格納するための別個の
データベースを、プログラム可能な制御手段に接続する用意をしておくこともできる。
【００２４】
　本発明による方法の好ましいさらなる発展形態は、布地にマーキングが設けられ、マー
キングが、プリントデータおよび画像データを含む、事前に明確に定義されたプリントジ
ョブとの布地の関連を示すように設計されるということに属することができる。マーキン
グは、布地上にプリントの形態で設けることができ、例えば、プリントジョブを実行する
ために必要な情報を全て含むか、または例えばプログラム可能な制御手段に格納される情



(7) JP 6854277 B2 2021.4.7

10

20

30

40

50

報に対するリファレンスを構成する。具体的には、マーキングは、バーコード、ＱＲコー
ド、ＲＦＩＤマーキングの形態で、または別のタイプの視覚的もしくはセンサの記録可能
な形態で設けることができる。
【００２５】
　本発明による方法の好ましいさらなる発展形態は、検出手段が布地上のマーキングを検
出し、プログラム可能な制御手段が、プリントデータおよび画像データを含む、事前に明
確に定義されたプリントジョブにマーキングを割り当てるということに属することができ
る。この関係で、使用されるマーキングのために検出手段が適切に設計されることが有利
なことがある。
【００２６】
　好都合なことに、本発明のさらなる発展形態は、検出手段が読出し手段および／または
センサ手段を有し、それら手段によって布地上のマーキングを、プログラム可能な制御手
段によって読み出すことができるということに属することができる。読出し手段は、例え
ば、布地上に設けられたマーキングを検出し、プログラム可能な制御手段にそれを伝達す
るように設計することができる。具体的には、ここでレーザスキャナが関係することがで
きる。センサ手段は、具体的には、位置、布地のタイプ、布地の裁断、またはマーキング
など、布地の特定の特徴を検出するように設計されたオプティカルセンサ手段とすること
ができる。より具体的には、センサは少なくとも１つのカメラとすることができる。読出
し手段および／またはセンサ手段によって記録される情報に基づいて、プログラム可能な
制御手段は、明確に定義されかつ格納されたプリントジョブに従って計画されたように、
本発明に準じた装置を制御することができる。
【００２７】
　本発明のさらなる発展形態によれば、検出手段によって、プログラム可能な制御手段が
、布地上のマーキングの位置を確認してこの情報を前処理手段に伝達し、前処理手段が、
伝達された情報に基づいて、事前に明確に定義されたプリントジョブに従って、意図した
通りに前処理領域を適用することが特に好都合である。ここでは、前処理手段は、プリン
トジョブに従って、検出された布地のプリント面の少なくとも１つの部分領域として設計
される前処理領域を、前処理流体で個別に濡らすために、プログラム可能な制御手段によ
って制御することができる。
【００２８】
　本発明に準じた方法のさらなる発展形態によれば、プログラム可能な制御手段が、ユー
ザによって送信されたプリントデータおよび画像データを含むプリントジョブを受信し、
プリント手段によって、布地が、対応するプリント画像でプリントされることが好ましい
。プログラム可能な制御手段は、プリントジョブを受信および処理することができる。具
体的にはプリントジョブに対応するマーキングを有し装置に供給される、適切な布地上で
は、プリント画像は、プリントジョブに従ってプリントすることができる。
【００２９】
　添付の図面によって本発明を本明細書で以下にさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】布地表面を前処理およびプリントする本発明による装置の概略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　図１は布地表面をプリントする装置１０を示す。プリントしようとする布地２０が、セ
ットアップ位置でプリント面２５がパレット２２上にある状態で設けられる。セットアッ
プ位置では、パレット２２に布地２０を装着することができる。移動手段２３によって、
パレット２２上の布地２０は、ガイドレール２４に沿って移動可能なように支持され、装
置１０の個別の手段に連続して送出することができる。セットアップ位置から始めると、
パレット２２の移動方向において、まず検出手段３０が配置されており、検出手段３０に
よって、布地２０を、より具体的には、布地上のマーキング２１を、プログラム可能な制
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の全ての手段に接続されている。布地２０に関して検出手段３０によって判定される情報
は、プログラム可能な制御手段３１によって、明確に定義されたプリントジョブに割り当
てることができる。装置１０の入力端末によってまたは長距離通信接続を介して、プリン
トジョブは、ユーザによってプログラム可能な制御手段３１に伝達することができる。こ
のように伝達されるプリントデータおよび画像データは、命令に従って、プログラム可能
な制御手段３１によって変換されて装置１０の個別の手段の制御として変換される。
【００３２】
　パレット２２の移動方向では、パレット２２のセットアップ位置から始めると、パレッ
ト２２の移動方向を横切る方向に設計される前処理手段４０が、検出手段３０の背後に設
けられている。パレット２２は前処理手段４０の下を通ることができ、前処理流体が布地
２０上に塗布される。前処理手段４０は複数のノズル４１を有し、ノズル４１は、前処理
手段４０に沿って設計され、この上でパレット２２の移動方向を横切る方向においてパレ
ット２２上の布地２０の幅全体に及ぶ。個別に始動することによって、具体的には、布地
上に前処理流体を塗布する間のノズル４１の開閉によって、プログラム可能な制御手段３
１は、命令に従ってプリント画像を供給できる個別の前処理領域２６を布地２０上に適用
するために前処理手段４０を制御する。前記前処理領域は、図１の布地２０上に概略的に
示されている。そこでは、プリント画像でプリントされない布地のプリント面のそれらの
領域は、具体的には、前処理から除外することができる。前処理手段４０の制御は、プリ
ントしようとする布地に関するプリントジョブの情報に従って行われ、その情報は、検出
手段３０によってプログラム可能な制御手段３１に伝達されたか、またはプログラム可能
な制御手段３１に格納されている。
【００３３】
　パレット２２の移動方向において、前処理手段４０の後にドライヤ５０が配置されてお
り、ドライヤ５０は、ガイドレール２４に沿って長くなるように延び、ドライヤ５０によ
って、布地２０上に塗布された前処理流体を乾燥および／または熱処理することができる
。
【００３４】
　パレット２２の移動方向では、ドライヤ５０の後にプリント手段６０が配置されており
、プリント手段６０は、少なくとも１つのプリントヘッド６１を有し、プリントヘッド６
１は、パレットの移動方向を横切る方向において変更可能なように支持される。具体的に
はデジタルインクジェットプリントヘッドとすることができるプリントヘッドは、布地２
０の幅全体にわたって移動可能であり、そうすることで、布地２０の縁部領域にもプリン
トすることが可能になる。プリントヘッド６１を有するプリント手段６０は、命令に従っ
て、布地上の前処理された領域にプリント画像を供給するために、プログラム可能な制御
手段３１によって制御される。取り出すために、検出手段３０の前方の第１のセットアッ
プ位置に布地を戻すことができる。そうする際に、プリント済みの布地を有するパレット
は少なくともドライヤ５０をもう一度通り、そのことによって、第２の乾燥ステップで、
布地表面へのプリント用インクの特に良好な結合を保証するために、布地に塗布されたプ
リント用インクを乾燥または熱処理することができる。
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